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日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
教
令

同
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「
ク
ム
・
ノ
ス
ト
ラ
・
エ
タ

l
テ
(
(
け
ど
浮
き

h
H
S
R
Eた
)
」
(
一
九
六
六
年
一
月
二
十
七
日
)
の
規
定
に

基
づ
き
、
本
カ
ト
リ
ッ
ク
儀
式
書
『
結
婚
式
』
が
、
ラ
テ
ン
語
規
範
版
。
晴
氏
。

R
N
S誌晴
、Nh
出
ミ
ミ
ミ
選
。
3
3
S
の
正
式
な
日
本

語
版
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

本
儀
式
書
は
一
九
九
三
年
度
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
臨
時
総
会
に
お
い
て
認
可
さ
れ
、

一
九
九
五
年
三
月
二
十

四
日
に
典
礼
秘
跡
省
よ
り
認
証
を
受
け
た
も
の
で
百
円
O
け

5
0印
¥
旨
¥
亡
、

一
九
九
六
年
一

月
二
十
日
よ
り
日
本
に
お
い
て

共
通
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
正
式
な
儀
式
書
で
す
。

一
九
九
五
年
十
二
月
十
五
日

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
会
長

潰
尾

文
郎
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Prot. 1505/94/L 

CONGREGATIO DE CULTU DIVINO 

ET DISCIPLINA SACRAIVIENTORUM 

DECRETUM 

Instante Excellentissimo Domino Francisco Xavier Kaname Shimamoto， Archi-

episcopo Nagasakiensi， Praeside Co巴tusEpiscoporum Iaponia巴， litteris die 19 maii 

1994 datis， vigore facultatum huic Congregationi a Summo Pontifice IOANNE 

PAULO II trilコutarum，interpretation巴mta戸07'lensemOrdinis celebrandi Matrimonium， 

editionis typicae alterius， prout exstat in巴xemplarihuic Decreto annexo， perlib巴n

ter confirmamus. 

In textu imprimendo inseratur ex int巴grohoc Decretum， quo ab Apostolica Sede 

petita confirmatio conceditur. Eiusdem textus impressi duo exemplaria ad hanc 

Congrega ti on巴m transmi ttantur 

Contrariis quibuslibet mlIllme obstantibus 

Ex aedibus Congl・巴gationisde Cultu Divino et Disciplina Sacramentorul11， die 24 

martii 1995. 

ANTONIUS M. CARD. JAVIERRE 

Praefectus 

GERARDUS lVI. AGNELO 

Archi巴piscopusa Secretis 

典礼秘跡省
Prot. 1505/94/L 

教令

1994年5月19日付の日本カトリ ック司教協議会会長、島本要長崎大司教からの申請により、

教皇ヨハネ ・パウ ロ二世から当省に与えられた権限に基づき、当省は本教令をもって、「結婚

式」の規範版第二版の日本語訳文を所載のものにかぎり喜んで、認証する。

出版に際しては、請願した認証が使徒座から与えられたことを示す本決定をそのまま掲載

することとする。こうして印刷された式文は、二部を当省に送付することとする。

どのような反対事項も妨げにはならない。

1995年3月24日 典礼秘跡省にて

長官 アン トニオ・ M ・ハビ、エル枢機県11

秘書 ジェラルド ・M ・アニエロ大司教
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改訂版の序文

改
訂
版
の
序
文

日
本
の
教
会
は
、

「典
礼
憲
章
』
第
白
、

日
、
け
条
の
規
定
、

お
よ
び
一
九
六
九
年
三
月
十
九
日
に
公
布
さ
れ
た
ロ

l
マ
儀

式
童
目
『
結
婚
式
』
の
ラ
テ
ン
語
規
範
版
に
基
づ
い
て
、

日
本
の
地
方
的
特
色
を
考
慮
し
た
特
殊
儀
式
書
を
作
成
し
、

九
七

年
五
月
二
十
日
、
全
国
共
通
の
正
式
の
儀
式
書
と
し
て
こ
れ
を
認
可
し
た
。
こ
の
初
版
(
一
九
七
一
年
十
二
月
二
十
日
、
ド
ン

-
ボ
ス
コ
社
発
行
)
は
数
年
前
か
ら
絶
版
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
委
員
会
で
は
同
じ
く
絶
版
と
な

一
九
九

O
年
三
月
十
九
日
に
ロ
1

マ
教
皇

っ
た
「
葬
儀
」
儀
式
書
と
と
も
に
改
訂
作
業
を
始
め
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、

庁
典
礼
秘
跡
省
か
ら
ラ
テ
ン
語
規
範
版
の
改
訂
版
が
新
た
に
公
布
さ
れ
た
た
め
、
典
礼
委
員
会
で
は
こ
の
新
規
範
版
に
基
づ

い
て
改
訂
作
業
を
進
め
た
。

こ
の
新
し
い
規
範
版
は
、
旧
版
に
比
べ
て
内
容
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
緒
言
は
、

一
九
八
一
年
十
一
月
二
十

日
に
発
表
さ
れ
た
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

二
世
の
使
徒
的
勧
告
「
家
庭
愛
と
い
の
ち
の
き
ず
な
l
』
(
可
お
さ
む
尽
司
、
ひ

8
5ミ
'

Hg)
と
一
九
八
三
年
一
月
二
十
五
日
に
公
布
さ
れ
た
『
カ
ト
リ
ッ
ク
新
教
会
法
典
』
に
基
づ
い
て
、
初
版
の
十
八
項
目
か
ら
凹

十
四
項
目
に
増
や
さ
れ
、
結
婚
の
秘
跡
に
つ
い
て
の
現
代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
理
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
カ

ト
リ
ッ
ク
新
教
会
法
典
』
の
規
定
に
従
い
、
正
式
に
任
命
さ
れ
た
信
徒
が
司
式
す
る
場
合
の
式
次
第
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
結
婚
式
で
用
い
る
祈
願
の
例
文
も
増
や
さ
れ
、

ロ
ー
マ
規
範
版
の
初
版
が
発
行
さ
れ
た
後
に
発
表
さ
れ
た
『
祝
福

ラ



式
』
(
匂
町
宮
ミ
込
町
民

S
S
S
)
か
ら
「
婚
約
式
」
と
「
結
婚
記
念
日
の
祝
福
式
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
規

6 

範
版
で
は
、
現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
司
牧
の
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
日
本
語
の
改
訂
版
に
お
い
て
も
、
こ
の
新
規
範
版
の
趣
旨
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
信
徒
が
結
婚
式
を
司

式
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

日
本
司
教
団
は
正
式
に
教
皇
庁
に
申
請
す
る
こ
と
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
た
め
、
本
儀
式
書

で
は
省
略
し
て
あ
る
。
ま
た
、
規
範
版
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
求
道
者
あ
る
い
は
非
キ
リ
ス
ト
者
と
の
結
婚
式
の
式
次
第

も
独
立
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
こ
れ
ら
の
場
合
の
結
婚
式
は
、

ふ
つ
う
「
こ
と
ば
の
祭
儀
に
よ
る
結
婚
式
」

で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
規
範
版
の
こ
の
部
分
は
省
略
し
た
。
な
お
、
巻
末
に
は
付
録
と
し
て
、
「
日
本
の
教
会
に
お
い
て
留

意
す
る
こ
と
」

の
項
を
設
け
、
司
牧
的
な
見
地
か
ら
い
く
つ
か
の
留
意
点
を
述
べ
た
。

改
訂
作
業
に
際
し
て
は
、

日
本
に
お
け
る
結
婚
の
伝
統
や
風
習
な
ど
か
ら
の
適
応
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
時
間
を
か
け
て
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
見
解
か
ら
、
今
回
の
改
訂
版
に
は
、

日
本
独
自
の

要
素
は
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

一
九
九
五
年
十
二
月
三
日

典
礼
委
員
会
委
員
長

地
主

敏
夫



初版の序文

初
版
の
序
文

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
決
定
に
基
づ
い
て
、
典
礼
憲
章
実
施
評
議
会
は
ロ

1
マ
儀
式
書
の
中
の
結
婚
式
の
改
訂
案
を
作

り
、
典
礼
聖
省
は
、

か
ら
全
世
界
で
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

一
九
六
九
年
三
月
十
九
日
付
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
ラ
テ
ン
語
規
範
版
と
し
て
公
布
し
、
同
年
七
月
一
日

と
こ
ろ
で

『典
礼
憲
章
』
は
秘
跡
と
準
秘
跡
の
儀
式
に
つ
い
て
、
広
く
世
界
的
視
野
か
ら
現
代
の
要
求
に
応
じ
て
ラ
テ
ン

語
に
よ
る
ロ

l
マ
儀
式
書
の
改
訂
を
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
各
司
教
協
議
会
に
対
し
て
新
ロ

l
マ
儀
式

書
を
各
地
方
の
必
要
に
適
応
さ
せ
て
特
殊
儀
式
書
を
作
る
よ
う
す
す
め
、

さ
ら
に
地
方
と
民
族
の
風
習
に
適
し
た
独
自
の
儀

式
書
を
作
る
権
限
を
も
与
え
て
い
る
(
『典
礼
憲
章
』
位、

日
、
打
)
。
改
訂
結
婚
式
次
第
ラ
テ
ン
語
規
範
版
の
緒
言
(
ロ

l
M
)

に
も
結
婚
式
の
特
殊
儀
式
書
作
成
の
必
要
と
独
自
の
儀
式
書
の
可
能
性
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

日
本
語
の
結
婚
式
次
第
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
の
結
婚
風
習
、
神
前
結
婚
や
仏
前
結
婚
の
式
典
、
西
欧
風
俗
の
土

キ
リ
ス
ト
教
的
結
婚
観
と
秘
跡
の
思
恵
に
つ
い
て
の
理
解
と
表
明
、

着
化
、

日
本
的
感
覚
と
表
現
の
問
題
、

日
本
の
教
会
で

従
来
採
用
ま
た
は
許
可
さ
れ
て
い
た
付
随
的
儀
式
や
動
作
の
再
検
討
、
洗
礼
を
受
け
て
い
な
い
人
と
の
結
婚
が
多
い
現
状
、

大
都
会
の
教
会
と
地
方
の
小
教
会
の
相
違
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
神
学
、
典
礼
、
宣
教
、
司
牧
の
観

点
か
ら
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
事
情
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
新
し
い
儀
式
書
作
成
の
素
材
を
提
供
す
る
た

7 



め
、
典
礼
司
教
委
員
会
秘
書
局
の
委
嘱
を
受
け
た
専
門
委
員
た
ち
が
、

ま
ず
ラ
テ
ン
語
規
範
版
を
邦
訳
し
た
上
で
、
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』
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ミ
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+
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ナ
J

占
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台
と
し
て
最
初
の
草
案
を
作
り
、
こ
れ
を
各
教
区
の
典
礼
委
員
会
に
送
っ
て
、
検
討
を
依
頼
し
た
。
こ
う
し
て
全
国
各
教
区

で
行
わ
れ
た
研
究
を
も
ち
よ
っ
て
照
合
、
調
整
し
な
が
ら
全
国
共
通
の
式
文
を
作
成
す
る
作
業
を
行
う
た
め
に
、

一
九
七

O

年
十
月
、
東
京
に
お
い
て
全
国
典
礼
委
員
会
合
同
会
議
が
も
た
れ
た
。
そ
こ
で
は
日
本
独
自
の
儀
式
書
で
は
な
く
ロ

l
マ
儀

式
書
に
準
じ
た
特
殊
儀
式
書
の
作
成
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
式
次
第
の
構
成
、
司
牧
に
実
際
に
役
立
つ
典
礼
書
の
性
格
、

適
応
箇
所
の
決
定
な
ど
に
つ
い
て
の
合
意
が
な
さ
れ
、
編
集
委
員
会
が
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
朗
読
用
聖
書
委
員
会
、
典
礼

文
起
草
委
員
会
の
協
力
を
得
て

一
応
ま
と
め
ら
れ
た
日
本
文
の
式
次
第
は
、

さ
ら
に
典
礼
司
教
委
員
会
と
関
連
諸
委
員
会
の

合
同
委
員
会
に
よ
っ
て
綿
密
に
検
討
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
を
へ
て
で
き
あ
が
っ
た
式
次
第
は
一
九
七
一
年
五
月
二
十

日
、
日
本
司
教
協
議
会
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
使
徒
座
に
対
し
て
認
証
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

本
儀
式
書
は
一
時
的
な
た
め
し
用
の
も
の
で
は
な
く
、
従
来
の
式
次
第
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
全
国
で
共
通
に
用
い
る
公

式
の
儀
式
書
で
あ
る
が
、

ま
だ
不
備
な
点
も
あ
り
、
今
後
補
足
す
べ
き
箇
所
も
多
く
、

ま
た
実
際
に
使
用
し
て
み
れ
ば
改
訂

す
べ
き
点
も
出
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
儀
式
書
作
成
の
段
階
で
は
種
々
の
都
合
で
信
徒
の
直
接
の
参
加
を
お
願
い
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ

っ
た
が
、

将
来
よ
り
よ
い
儀
式
書
を
作
る
た
め
、
広
く
司
祭
と
信
徒
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
方
策
を
講
じ
た
い
と
思
う
。

一
九
七
一
年
十
月
十
日

典
礼
委
員
長

長
江

恵



典礼秘跡省教令

典
礼
秘
跡
省
教
令

同
)
吋
(
}
門

Z
・
わ
り

5
2
¥∞∞

新
さ
れ
、

礼
部
聖
省
に
よ
っ
て
「
結
婚
式
」
儀
式
書
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。

か
つ
て
ロ

i
マ
儀
式
書
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
結
婚
式
は
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
決
定
に
基
づ
い
て

一
九
六
九
年
に
刷

こ
の
「
結
婚
式
」
儀
式
書
規
範
版
の
第
二
版
で
は
、

儀
式
、
祈
願
に
若
干
の
変
更
が
加
え
ら
れ
、
よ
り
豊
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
八
三
年
に
公
布
さ
れ
た
新
教
会
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
緒
言
、

典
礼
秘
跡
省
は
、
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

二
世
の
特
別
の
命
に
従
い
、
「
結
婚
式
」
儀
式
書
の
新
し
い
版
を
発
行
す
る
こ
と

認
証
を
得
て
、
各
司
教
協
議
会
が
定
め
た
日
か
ら
発
効
す
る
。

と
す
る
。
こ
の
第
二
版
の
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
式
次
第
は
、

出
版
後
た
だ
ち
に
発
効
す
る
。

国
語
に
よ
る
翻
訳
は
、
使
徒
座
の

ど
の
よ
う
な
反
対
事
項
も
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
。

一
九
九

O
年
三
月
十
九
日

聖
ヨ
セ
フ
の
祭
日

典
礼
秘
跡
省
に
て

長
官

秘
書

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
マ

ル
チ
ネ
ス
枢
機
卿

ル
ド
ピ
コ
・
カ
ダ
大
司
教

(
テ
ィ
ビ
カ
の
名
義
大
司
教
)
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礼
部
聖
省
教
令
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結
婚
式
の
式
次
第
は
、

そ
の
内
容
を
豊
か
に
し
、
秘
跡
の
恵
み
を
よ
り
明
確
に
示
し
、
夫
婦
の
務
め
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、

「典
礼
憲
章
』
の
決
定
に
基
づ
い
て
改
訂
さ
れ
、
典
礼
憲
章
実
施
評
議
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
教
皇
パ
ウ
ロ
六
世

は
、
使
徒
と
し
て
の
権
限
に
よ

っ
て
こ
れ
を
承
認
し
、
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
礼
部
聖
省
は
教
皇
の
特

別
の
命
に
従
い
、
本
儀
式
書
を
公
布
し
、

ど
の
よ
う
な
反
対
事
項
も
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
。

一
九
六
九
年
七
月
一
日
よ
り
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。

一
九
六
九
年
三
月
十
九
日

聖
ヨ
セ
フ
の
祭
日礼

部
聖
省
に
て

長
官
・
典
礼
憲
章
実
施
評
議
会
会
長

ベ
ン
ノ
・
グ
1
ト
枢
機
卿

秘
書

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ

ン
ド
・
ア
ン
ト
ネ
ッ
リ
大
司
教

(
イ
デ
イ
ク
ラ
の
名
義
大
司
教
)
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結
婚
記
今
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の

サ

付
録

聖
書
朗
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箇
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結
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福

共
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例
文
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の
教
会
に
お
い
て
留
意
す
る
こ
と
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緒
言

結
婚
の
秘
跡
の
意
義
と
尊
さ

男
女
が
互
い
に
全
生
涯
に
わ
た
る
生
活
共
同
体
を
つ
く
る
た
め
に
行
う
結
婚
の
契
約
は
、
そ
の
意
味
と
力
を
創
造
の
わ
ざ
か
ら

受
け
て
お
り
、
新
し
い
契
約
の
秘
跡
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
、
キ
リ
ス
ト
信
者
に
と
っ
て
は
よ
り
尊
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

1 

結
婚
の
契
約
、
す
な
わ
ち
二
人
の
取
り
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
同
意
に
よ
っ
て
、
夫
婦
は
互
い
に
す
す
ん
で
自
ら
を
相
手
に
ゆ

だ
ね
、
相
手
を
受
け
入
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
結
婚
が
成
立
す
る
。
男
女
の
こ
の
た
ぐ
い
ま
れ
な
結
び
つ
き
は
、
夫
婦
問
の
完
全
な

忠
実
と
、
き
ず
な
の
解
消
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

一
致
を
求
め
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
も
ま
た
そ
れ
を
求
め
て
い
る
。

2 3 

結
婚
制
度
と
夫
婦
の
愛
は
、
そ
の
本
来
の
性
質
か
ら
、
子
ど
も
の
出
産
と
養
育
を
め
ざ
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
い
わ
ば
完
成
の
喜
び
を
味
わ
う
。
子
ど
も
た
ち
は
結
婚
の
す
べ
て
に
ま
さ
る
た
ま
も
の
で
あ
り
、
両
親
に
こ
の
う
え

な
い
幸
せ
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

緒言

命
と
愛
に
結
ぼ
れ
た
親
密
な
共
同
体
を
形
づ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夫
婦
は
「
も
は
や
別
々
で
は
な
く
、

共
同
体
は
創
造
主
で
あ
る
神
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
固
有
の
お
き
て
が
与
え
ら
れ
、
原
罪
に
よ
っ
て
も
唯
一
取
り
去
ら
れ
る
こ
と
の

4 

一
体
で
あ
る
」
。
こ
の

13 



な
か
っ
た
祝
福
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
聖
な
る
き
ず
な
は
、
人
間
の
意
志
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
結
婚
が
独
自

の
善
と
目
的
を
も
つ
こ
と
を
望
み
、
結
婚
を
定
め
た
神
に
基
づ
い
て
い
る
。

14 

ま
こ
と
に
主
・
キ
リ
ス
ト
は
、
被
造
物
を
、
ま
た
す
べ
て
の
も
の
を
新
た
に
す
る
方
で
あ
り
、
神
が
結
び
合
わ
せ
た
も
の
を
人

が
離
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
結
婚
が
原
初
の
姿
と
聖
性
を
取
り
戻
す
こ
と
を
望
ん
だ
。
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
は
こ
の
解
消
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
夫
婦
の
約
束
の
意
味
を
よ
り
明
ら
か
に
示
し
、
こ
の
約
束
が
、
自
ら
と
教
会
を
夫
婦
と
し
て
結
ぶ
契
約
の
模
範
に
よ

り
た
や
す
く
な
ら
う
も
の
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
を
尊
い
秘
跡
に
ま
で
高
め
た
の
で
あ
る
。

「J 

キ
リ
ス
ト
は
カ
ナ
の
婚
礼
に
列
席
し
、
水
を
ぶ
ど
う
酒
に
変
え
て
祝
福
と
喜
び
を
も
た
ら
し
、
こ
う
し
て
新
し
い
永
遠
の
契
約

の
時
を
前
も
っ
て
示
し
た
。
「
か
つ
て
神
が
愛
と
忠
実
の
契
約
を
も
っ
て
そ
の
民
を
助
け
た
よ
う
に
、
今
は
人
類
の
救
い
主
も
ま
た
」
、

教
会
に
自
ら
を
花
婿
と
し
て
与
え
、
自
ら
の
過
越
の
神
秘
の
う
ち
に
、
教
会
に
よ
っ
て
契
約
を
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

6 

洗
礼
、
す
な
わ
ち
信
仰
の
秘
跡
に
よ
っ
て
、
男
女
は
キ
リ
ス
ト
が
教
会
と
結
ん
だ
契
約
に
決
定
的
か
つ
永
久
に
組
み
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
て
、
彼
ら
の
夫
婦
と
し
て
の
共
同
体
は
キ
リ
ス
ト
の
愛
へ
と
高
く
上
げ
ら
れ
、
そ
の
い
け
に
え
の
力
に
よ
っ
て
豊

か
に
さ
れ
る
。
こ
の
新
し
い
状
況
か
ら
、
洗
礼
を
受
け
た
者
た
ち
の
有
効
な
結
婚
は
つ
ね
に
秘
跡
と
な
る
の
で
あ
る
。

7 

結
婚
の
秘
跡
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
者
の
夫
婦
は
、
キ
リ
ス
ト
と
教
会
と
の
聞
の
一
致
と
実
り
豊
か
な
愛
の
神
秘
を
表
し
、
ま

た
こ
れ
に
あ
ず
か
る
。
こ
う
し
て
、
彼
ら
は
結
婚
生
活
を
受
付
入
れ
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
う
ち
に
、
互
い
に
聖
性
を
め
ざ

そ
し
て
、
神
の
民
の
中
で
、
自
分
た
ち
の
場
と
固
有
の
た
ま
も
の
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

8 し
て
助
け
合
う
。



こ
の
秘
跡
を
と
お
し
て
、
聖
霊
は
、
キ
リ
ス
ト
が
教
会
を
愛
し
、
教
会
の
た
め
に
自
ら
を
渡
し
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
者
の
夫

婦
が
等
し
い
尊
厳
、
相
互
の
献
身
、
そ
し
て
神
の
愛
の
泉
か
ら
わ
き
出
る
分
か
つ
こ
と
の
で
き
な
い
愛
に
よ
っ
て
、
夫
婦
の
き
ず
な

を
い
つ
く
し
み
育
て
る
こ
と
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
神
か
ら
の
も
の
と
人
か
ら
の
も
の
を
一
つ
に
結
び
合
わ
せ
、
順

境
に
お
い
て
も
逆
境
に
お
い
て
も
、
心
と
体
の
忠
実
を
守
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
あ
ら
ゆ
る
姦
通
と
離
婚
と
は
完
全
に
無
縁
の
も
の
と

す
る
の
で
あ
る
。

9 山

結
婚
の
他
の
目
的
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
夫
婦
の
愛
を
真
に
は
ぐ
く
む
こ
と
と
家
庭
生
活
の
あ
り
方
全
体

は
、
キ
リ
ス
ト
者
の
夫
婦
が
創
造
主
と
救
い
主
の
愛
に
、
す
な
わ
ち
夫
婦
を
と
お
し
て
自
ら
の
家
族
を
日
増
し
に
大
き
く
し
、
豊
か

に
す
る
方
の
愛
に
協
力
し
よ
う
と
す
る
固
い
決
意
を
も
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
神
の
摂
理
を
信
頼

し
、
犠
牲
の
精
神
を
尊
び
、
人
間
と
し
て
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
責
任
を
も
っ
て
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
尊
い
務
め
を
果

た
す
キ
リ
ス
ト
者
の
夫
婦
は
、
創
造
主
を
た
た
え
、
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日

婚
約
者
同
士
を
結
婚
へ
と
招
い
た
神
は
、
結
婚
生
活
の
中
で
二
人
を
招
き
続
げ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
結
ぼ
れ
る
人
々

は
、
神
の
こ
と
ば
に
対
す
る
信
頼
の
う
ち
に
、
キ
リ
ス
ト
と
教
会
と
の
一
致
の
神
秘
を
実
り
豊
か
に
祝
い
、
正
し
く
生
き
、
さ
ら
に

す
べ
て
の
人
の
前
で
そ
れ
を
あ
か
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
信
仰
の
光
の
う
ち
に
望
ま
れ
、
準
備
さ
れ
、
挙
式
さ
れ
、
日
々

の
生
活
の
中
で
築
き
あ
げ
ら
れ
る
結
婚
は
、
「
教
会
が
結
び
、
奉
献
が
強
め
、
祝
福
が
固
め
、
天
使
が
告
げ
知
ら
せ
、
御
父
が
認
め
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

二
人
の
信
者
が
負
う
聴
は
、
た
だ
一
つ
の
希
望
、
た
だ
一
つ
の
規
律
、
同
じ
奉
仕
の
聴
で
あ
る
。

二
人

は
と
も
に
兄
弟
、
と
も
に
信
仰
を
受
け
た
者
で
あ
る
。
心
も
体
も
分
か
た
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
二
人
は
体
に
お
い

て
一
つ
で
あ
る
。
体
が
一
つ
な
ら
、
心
も
一
つ
で
あ
る
」
。

緒言

Iラ



義
務
と
役
務

r6 

結
婚
の
準
備
と
挙
式
は
、
第
一
に
将
来
の
夫
婦
と
そ
の
家
族
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
司
牧
と
典
礼
に
関
す
る
こ
と
に
お

い
て
は
、
司
教
、
主
任
司
祭
と
そ
の
助
任
司
祭
、
お
よ
び
少
な
く
と
も
何
ら
か
の
か
た
ち
で
教
会
共
同
体
全
体
に
関
係
す
る
こ
と
で

あ
る
。

12 日

結
婚
す
る
人
の
準
備
あ
る
い
は
結
婚
の
司
牧
的
配
慮
に
関
し
て
、
司
教
協
議
会
が
定
め
た
規
則
あ
る
い
は
司
牧
上
の
指
針
に
留

意
し
て
、
教
区
全
体
で
ど
の
よ
う
に
挙
式
し
、
秘
跡
に
あ
ず
か
る
か
を
司
牧
的
に
配
慮
す
る
の
は
、
司
教
の
務
め
で
あ
る
。
司
教
は
、

結
婚
の
状
態
が
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
で
守
ら
れ
、
完
成
に
導
か
れ
る
よ
う
な
援
助
を
キ
リ
ス
ト
信
者
の
た
め
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
。① 

司
牧
者
は
自
己
の
共
同
体
で
、
何
よ
り
も
次
の
よ
う
な
助
け
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
婚
に
関
す
る
一
般
的
講
話
、
未
成
年
者
と
青
年
お
よ
び
成
人
に
適
し
た
信
仰
教
育
、
さ
ら
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
。
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
信
者
が
キ
リ
ス
ト
教
的
結
婚
の
意
義
と
キ
リ
ス
ト
者
の
夫
婦
と
両
親
の
務
め
に
つ
い
て
教
え
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

結
婚
を
締
結
す
る
人
の
個
人
的
な
準
備
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
結
婚
し
よ
う
と
す
る
人
々
は
、
自
ら
の
新
し
い
身
分
の
聖
性
と

義
務
に
つ
い
て
準
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
婚
式
の
た
め
の
実
り
豊
か
な
典
礼
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
夫
婦
が
キ
リ
ス
ト
と
教
会
と
の
間
に
あ
る
一
致
と
実
り
豊
か
な
愛

の
神
秘
を
表
し
、
こ
れ
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

夫
婦
に
与
え
ら
れ
る
援
助
。
夫
婦
が
結
婚
の
契
約
を
忠
実
に
保
ち
、
ま
た
守
っ
て
、
日
増
し
に
よ
り
清
く
豊
か
な
家
庭
生
活

③ ④ 



(
お
}

を
送
る
よ
う
助
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
婚
を
ふ
さ
わ
し
く
準
備
す
る
に
は
か
な
り
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
結
婚
す
る
人
に
、
前
も
っ
て
こ
の
準
備
の
必
要
性
を
知

ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

15 

キ
リ
ス
ト
の
愛
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
司
牧
者
は
、
結
婚
す
る
人
を
受
け
入
れ
、

何
よ
り
も
彼
ら
の
信
仰
を
強
め
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
婚
の
秘
跡
は
信
仰
を
前
提
と
し
、
こ
れ
を
求
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

16 

は
ぐ
く
ま
な

右
に
述
べ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
の
根
本
と
な
る
い
く
つ
か
の
点

(1

1
日
)を
、
結
婚
す
る
人
が
必
要
に
応
じ
て
思
い
起
こ
す

よ
う
配
慮
し
、
結
婚
と
家
庭
に
つ
い
て
の
教
え
、
秘
跡
と
そ
の
儀
式
、
祈
り
と
聖
書
朗
読
に
関
し
て
信
仰
教
育
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ら

を
よ
く
自
覚
し
て
実
り
あ
る
式
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

17 

堅
信
の
秘
跡
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
カ
ト
リ

ッ
ク
信
者
は
、
重
大
な
妨
げ
が
な
い
か
ぎ
り
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
生
活
を
完

全
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
結
婚
が
許
さ
れ
る
前
に
そ
れ
を
受
け
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
婚
す
る
人
に
は
、
結
婚
の
秘
跡
を
受
け

る
準
備
の
聞
に
、
必
要
な
ら
ゆ
る
し
の
秘
跡
を
受
け
、
と
く
に
結
婚
式
の
中
で
聖
体
を
拝
領
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
。

18 四

結
婚
式
に
先
立
っ
て
、

そ
の
挙
式
の
有
効
性
お
よ
び
適
法
性
に
つ
い
て
何
の
障
害
も
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

緒言

20 

司
牧
者
は
準
備
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
人
々
が
結
婚
と
家
庭
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
に
注
意
し
た
う
え
で
、
信

17 



仰
の
光
に
照
ら
し
、
結
婚
す
る
人
々
相
互
の
真
の
愛
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
伝
え
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
有

効
か
つ
適
法
な
結
婚
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
法
が
求
め
て
い
る
も
の
も
ま
た
、
結
婚
す
る
人
の
聞
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
家
庭
を
つ
く

る
た
め
の
、
生
き
た
信
仰
と
実
り
豊
か
な
愛
を
育
て
る
よ
う
促
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

18 

し
か
し
、
洗
礼
を
受
け
た
人
た
ち
の
結
婚
式
を
行
う
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
婚
す
る
人
が
、
教
会
が
意

図
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
明
確
に
表
明
す
る
な
ら
、
司
牧
者
は
挙
式
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
不
本
意
で
あ
っ
て
も
司
牧
者
は
事
実
を
認
め
、
教
会
で
は
な
く
当
事
者
自
身
が
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
た
め
に
挙
式
を
妨

(
却
}

げ
て
い
る
こ
と
を
、
彼
ら
に
納
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

21 

結
婚
に
つ
い
て
は
特
別
な
場
合
が
珍
し
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
以
外
の
教
会
で
洗
礼
を
受
け
て
い
る
人
と
の

結
婚
、
求
道
者
と
の
結
婚
、
洗
礼
を
受
け
て
い
な
い
人
と
の
結
婚
、
あ
る
い
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
を
は
っ
き
り
と
否
定
し
て
い
る

人
と
の
結
婚
な
ど
が
あ
る
。
司
牧
に
携
わ
る
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
た
め
の
教
会
の
規
定
を
念
頭
に
お
き
、
必
要
な
ら
ふ
さ

わ
し
い
権
限
を
も
っ
者
に
諮
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

22 お

結
婚
す
る
人
の
準
備
を
し
た
司
祭
が
、
結
婚
式
の
中
で
秘
跡
に
関
す
る
説
教
を
し
、
同
意
を
確
認
し
、
ミ
サ
を
司
式
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

(
却
}

M

主
任
司
祭
あ
る
い
は
地
区
裁
治
権
者
か
ら
許
可
を
受
け
れ
ば
、
結
婚
式
を
司
式
し
、
結
婚
の
祝
福
を
さ
ず
け
る
こ
と
が
助
祭
に

も
許
さ
れ
る
。



お

司
祭
お
よ
び
助
祭
が
不
在
の
場
合
、
教
区
司
教
は
事
前
に
司
教
協
議
会
の
賛
同
を
受
け
、
使
徒
座
の
認
可
を
得
た
う
え
で
、
結

婚
に
立
ち
会
う
こ
と
を
信
徒
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
信
徒
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
結
婚
す
る
人
々
に
教
え
る
能
力
を
も
ち
、

結
婚
式
の
典
礼
を
正
し
く
執
り
行
う
こ
と
の
で
き
る
適
格
な
者
を
選
ぶ
こ
と
と
す
る
。
委
任
を
受
け
た
信
徒
は
、
二
人
の
同
意
の
表

明
を
求
め
、
教
会
の
名
の
も
と
に
こ
れ
を
受
領
す
る
。

ほ
か
の
信
徒
た
ち
も
、
結
婚
す
る
人
の
霊
的
な
準
備
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
挙
式
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
。
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
全
体
が
、
信
仰
を
あ
か
し
し
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
世
に
示
す
た
め
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な

26 ら
な
い
。

幻

結
婚
式
は
、
結
婚
す
る
人
の
ど
ち
ら
か
が
所
属
す
る
小
教
区
で
行
う
か
、
あ
る
い
は
自
己
の
地
区
裁
治
権
者
、

主
任
司
祭
の
許
可
を
受
け
て
、
そ
の
他
の
場
所
で
行
う
も
の
と
す
る
。

ま
た
は
自
己
の

挙
式

準
備

結
婚
は
神
の
民
の
数
を
増
し
、
彼
ら
を
聖
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
挙
式
は
小
教
区
共
同
体
の
、
少
な
く
と
も

そ
の
成
員
の
何
人
か
の
参
加
を
促
す
よ
う
な
共
同
体
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
地
域
の
習
慣
を
考
慮
し
て
、
適
当
で
あ
れ
ば
、
同

時
に
何
組
か
の
挙
式
を
行
う
こ
と
、
あ
る
い
は
主
日
の
集
い
の
中
で
挙
式
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

28 

緒言

29 

秘
跡
を
執
り
行
う
こ
と
自
体
を
、

で
き
る
か
ぎ
り
結
婚
す
る
人
と
と
も
に
よ
く
準
備
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
婚
式
は
通
常
、

19 



ミ
サ
の
中
で
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
主
任
司
祭
は
、
司
牧
上
の
必
要
か
ら
、
あ
る
い
は
列
席
者
や
当
事
者
の
教
会
生
活
へ
の
参
加
の

仕
方
を
考
慮
し
て
、
挙
式
を
ミ
サ
の
中
で
行
う
か
こ
と
ば
の
祭
儀
で
行
う
か
、
ど
ち
ら
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
適
当
で
あ
れ
ば
、
説
教
の
中
で
解
説
す
る
聖
書
朗
読
の
箇
所
、
同
意
の
表
明
の
仕
方
、
指
輪
の
祝
福
お
よ
び
結
婚
の
祝
福

の
た
め
の
式
文
、
共
同
祈
願
の
意
向
と
聖
歌
を
、
結
婚
す
る
人
と
と
も
に
選
ぶ
。
さ
ら
に
、
儀
式
書
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
式
、
適
当

で
あ
れ
ば
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
の
習
慣
を
考
慮
す
る
。

20 

用
い
る
歌
は
結
婚
式
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
、
教
会
の
信
仰
を
示
す
も
の
で
あ
る
よ
う
に
し
、
こ
と
ば
の
典
礼
に
お
け
る
答
唱
詩

編
の
意
義
を
よ
く
考
え
る
よ
う
に
す
る
。
歌
に
関
す
る
注
意
は
、
ど
の
よ
う
な
音
楽
を
選
ぶ
か
に
も
あ
て
は
ま
る
。

30 

結
婚
式
の
祝
祭
と
し
て
の
性
格
は
、
教
会
堂
の
飾
り
つ
け
に
お
い
て
も
ふ
さ
わ
し
く
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
区
裁
治

権
者
は
典
礼
法
規
に
従
っ
て
公
的
な
権
限
を
も
っ
人
々
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
個
人
的
な
関
係
に
よ
る
不
公
平
や
社
会
的
地
位

に
よ
る
差
別
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

31 

悔
い
改
め
の
時
期
の
性
格
を
も
っ
日
、
と
く
に
四
旬
節
中
に
結
婚
式
が
執
り
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
主
任
司
祭
は
、
そ
の
日
の

も
つ
特
別
な
性
格
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
、
当
事
者
た
ち
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
聖
金
曜
日
、
聖
土
曜
日
の
挙
式

は
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。

32 式
文
の
選
択

お

ミ
サ
の
中
で
行
わ
れ
る
結
婚
式
は
、
「
一
ミ
サ
に
よ
る
結
婚
式
」
の
式
文
を
用
い
る
。
ミ
サ
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
「
二

と
ば
の
祭
儀
に
よ
る
結
婚
式
」
の
規
定
に
従
い
、
こ
と
ば
の
典
礼
の
後
で
行
う。

V 

'-



ミ
サ
の
中
で
行
わ
れ
る
結
婚
式
は
、
白
、
あ
る
い
は
祝
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
色
の
祭
服
を
着
用
し
て
、
「
結
婚
の
た
め
」
の
儀
式
を

伴
う
ミ
サ
で
執
り
行
わ
れ
る
。
典
礼
日
の
優
先
順
位
表
の

ωか
ら

ωに
あ
げ
ら
れ
て
い
る
日
に
当
た
る
場
合
は
、
そ
の
日
の
聖
書
朗

読
を
用
い
て
当
日
の
ミ
サ
を
行
う
が
、
ミ
サ
の
聞
に
結
婚
の
祝
福
を
入
れ
、
さ
ら
に
適
当
で
あ
れ
ば
、
結
び
の
祝
福
に
結
婚
式
固
有

34 の
も
の
を
用
い
る
。

し
か
し
、
降
誕
節
と
年
聞
に
、
小
教
区
の
共
同
体
が
参
加
す
る
主
日
の
ミ
サ
の
中
で
結
婚
式
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
主
日
の

ミ
サ
を
用
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
結
婚
式
に
ふ
さ
わ
し
い

こ
と
ば
の
典
礼
は
、
結
婚
の
秘
跡
自
体
を
教
え
る
う
え
で
も
、
夫
婦
の
務
め
を
教
え
る

う
え
で
も
大
い
に
役
立
つ
の
で
、
「
結
婚
の
た
め
」
の
ミ
サ
が
用
い
ら
れ
な
い
場
合
に
も
、
結
婚
式
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
聖
書
朗
読

箇
所
(
印
ぺ

1
ジ
以
下
)
か
ら
一
つ
を
選
ん
で
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

結
婚
式
の
お
も
な
要
素
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
の
も
の
と
し
て
、
救
い
の
歴
史
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
者
の
結
婚
の
意
義
お
よ
び
夫
婦
と
子
ど
も
た
ち
を
聖
化
す
る
結
婚
の
役
割
と
義
務
を
示
す
こ
と
ば
の
典
礼
、
司
式
者
が
表

明
を
求
め
確
認
す
る
新
郎
新
婦
の
同
意
、
新
郎
新
婦
の
上
に
神
の
祝
福
を
呼
び
求
め
る
尊
い
祈
り
、
そ
し
て
と
く
に
二
人
の
愛
を
養

(
部
)

ぃ
、
こ
れ
を
主
お
よ
び
隣
人
と
の
交
わ
り
へ
と
高
め
る
、
結
婚
す
る
二
人
と
列
席
者
の
聖
体
拝
領
が
あ
る
。

35 

緒言

結
婚
式
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
以
外
の
教
会
で
洗
礼
を
受
り
た
者
と
の
問
で
行
わ
れ
る
場
合
、

こ
と
ば
の
祭

儀
に
よ
る
結
婚
式
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
地
区
裁
治
権
者
が
同
意
す
れ
ば
、
ミ
サ
に
よ
る
結

婚
式
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
な
い
者
に
聖
体
の
拝
領
を
許
可
す
る
か
ど
う
か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
た

め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
規
定
に
従
う
。
結
婚
式
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
求
道
者
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
者
で
は
な
い
人
と
の
間
で
行

わ
れ
る
場
合
は
、
後
に
掲
げ
る
式
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
式
を
選
ん
で
用
い
る
。

21 

% 



37 

司
牧
者
は
す
べ
て
の
人
の
た
め
に
キ
リ
ス
ト
の
福
音
に
奉
仕
す
る
者
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、

結
婚
式
や
感
謝
の
祭
儀
に
ま
っ
た
く
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人
々
の
こ
と
を
と
く
に
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
司
牧
上
の
規
則
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
結
婚
す
る
当
事
者
に
あ
て
は
ま
る
。

22 

38 

結
婚
式
が
ミ
サ
の
中
で
行
わ
れ
る
な
ら
、
ミ
サ
を
さ
さ
げ
る
た
め
に
必
要
な
も
の
の
ほ
か
に
、
教
会
堂
の
内
陣
に
ロ

1
マ
儀
式

書
と
当
事
者
た
ち
の
指
輪
を
用
意
し
て
お
く
。
ま
た
、
適
当
で
あ
れ
ば
、
聖
水
を
入
れ
た
濯
水
器
、
両
形
態
の
拝
領
が
可
能
な
大
き

さ
の
カ
リ
ス
も
用
意
し
て
お
く
。

四

司
教
協
議
会
の
責
任
で
行
う
べ
き
適
応

司
教
協
議
会
は
、

『典
礼
憲
章
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
使
徒
座
の
承
認
を
得
た
う
え
で
そ
れ
に
関
す
る
地
方
で
用
い
る

た
め
に
、
こ
の
ロ

l
マ
儀
式
書
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
習
慣
と
必
要
に
適
応
さ
せ
る
権
限
を
も
っ
。

39 40 

司
教
協
議
会
は
次
の
こ
と
を
行
う
権
限
を
も
っ
。

以
下
の
叫
(
)
叫
に
掲
げ
ら
れ
た
適
応
を
定
め
る
こ
と
。

ロ
ー
マ
儀
式
書
の
緒
言
坊
と
そ
れ
以
下
の
部
分
(
式
文
の
選
択
)
を
、
必
要
な
ら
、
信
者
た
ち
が
よ
り
自
覚
し
て
行
動
的
に
参

加
で
き
る
よ
う
適
応
し
、
補
う
こ
と
。

②①  ③ 

さ
ま
ざ
ま
な
言
語
の
特
性
と
異
な
る
文
化
の
本
質
に
真
に
適
合
す
る
式
文
の
翻
訳
を
準
備
し
、
適
切
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に

は
、
歌
う
に
適
し
た
旋
律
を
つ
け
加
え
る
こ
と
。

こ
れ
を
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
、
司
牧
上
の
使
用
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
仕
方
で
内
容
を
整
理
す
る
こ
と
。

④ 



緒言

① 
適
応
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
こ
と
を
念
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

ロ
ー
マ
儀
式
書
の
式
文
を
適
応
さ
せ
、
ま
た
必
要
な
ら
こ
れ
に
何
か
を
つ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
(
同
意
の
表
明
の
前
の
質

問
と
同
意
の
こ
と
ば
自
体
を
含
む
)
。

ロ
ー
マ
儀
式
書
が
任
意
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
複
数
の
式
文
を
載
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

同
種
の
他
の
式
文
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

③ 

儀
式
の
秘
跡
と
し
て
の
構
造
を
守
っ
た
う
え
で
、
各
部
の
順
序
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
な

ら
、
同
意
の
表
明
の
前
の
質
問
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
司
式
者
が
当
事
者
の
同
意
を
求
め
、
こ
れ
を
確
認

す
る
と
い
う
点
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

司
牧
上
必
要
な
ら
、
当
事
者
の
同
意
を
つ
ね
に
質
問
の
か
た
ち
で
求
め
る
よ
う
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

指
輪
の
交
換
の
後
で
、
地
方
の
習
慣
を
考
慮
し
て
、
新
婦
に
冠
を
か
ぶ
ら
せ
た
り
、
新
郎
新
婦
に
衣
を
着
せ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

⑤④  ⑥ 

新
郎
新
婦
が
手
を
握
り
合
う
こ
と
、
あ
る
い
は
指
輪
を
祝
福
し
交
換
す
る
こ
と
を
、
人
々
の
感
情
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
を
省
く
か
、
ほ
か
の
式
で
補
う
よ
う
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
人
々
の
伝
統
と
感
情
に
則
し
て
、
何
を
ふ
さ
わ
し
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
注
意
深
く
、
賢

⑦ 

明
に
考
慮
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
各
司
教
協
議
会
は
、
『
典
礼
憲
章
」
の
規
定
(
臼
b
)
に
従
っ
て
、

地
方
と
そ
こ
に
住
む
人
々
の
習
慣
に
適
し
た
、
結
婚
の

た
め
の
独
自
の
式
を
つ
く
る
権
利
を
も
っ
。
こ
れ
に
際
し
て
は
、
事
前
に
使
徒
座
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
司
式

者
が
当
事
者
の
同
意
の
表
明
を
求
め
、
こ
れ
を
確
認
し
、
結
婚
の
祝
福
が
授
け
ら
れ
る
と
い
う
規
定
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
独
自
の
儀
式
書
に
も
、
ロ

l
マ
儀
式
書
の
緒
言
を
、
儀
式
の
適
応
に
関
す
る
点
を
除
い
て
、
冒
頭
に
載
せ
な
け
れ
ば
な
ら

42 
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現
在
、
初
め
て
福
音
を
受
け
入
れ
る
人
々
の
も
と
で
執
り
行
わ
れ
て
い
る
結
婚
式
の
習
慣
や
方
法
の
中
で
、
尊
敬
に
値
し
、
迷

信
や
誤
謬
と
結
ぼ
れ
て
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
以
外
は
、
す
べ
て
好
意
を
も
っ
て
評
価
し
、

で
き
れ
ば
そ
の
ま
ま
保
存
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
真
の
、
本
来
の
典
礼
精
神
の
原
理
に
適
合
す
る
か
ぎ
り
、
と
き
に
は
そ
れ
を
典
礼
そ
の
も
の
の
中
に
も
取
り
入

れ
る
。

43 

結
婚
式
が
家
庭
で
、
さ
ら
に
は
何
日
に
も
わ
た
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
習
慣
の
あ
る
人
々
の
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
を
キ
リ
ス
ト
教

の
精
神
と
典
礼
に
適
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
司
教
協
議
会
は
、
人
々
の
司
牧
上
の
必
要
に
基
づ
き
、
結
婚
の
秘

跡
の
式
自
体
を
家
庭
で
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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憲
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一
一
一
条
参
照
。

同
第
一

一
一
一
一
条
第
二
項
参
照
。

同
第
一
一

O
八
条
第
二
項
参
照
。

同
第

一
一
一

五
条
参
照
。

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
『
典
礼
憲
章
』
沌
参
照
。

同
訓
参
照
。

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議

『信
徒
使
徒
職
に
関
す
る
教
令
』

教
会
法
第
八
四
四
条
参
照
。

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議

『典
礼
憲
章
』
竹山
l
刊、

同
行
参
照
。

岡
市
参
照
。

岡
田
b
参
照
。

同
幻
参
照
。

教
会
法
第
一

3
(弘
、

S
H
b
k
h
a
s
b
h
h
g包
含
な
さ
)
、

日
b
参
照
。

同

『教
会
憲
章
」
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ロ
参
照
。



本書の使用にあたって

本
書
の
使
用
に
あ
た
っ
て

45 
① 

本
書
と
ロ

l
マ
規
範
版
ご
九
九

O
年
)
と
の
関
係
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
規
範
版
は
、
緒
言
お
よ
び
次
の
五
つ
の
章
と
付
録
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
ミ
サ
中
に
行
わ
れ
る
結
婚
式

第
二
章
ミ
サ
な
し
で
行
わ
れ
る
結
婚
式

第
三
章
信
徒
が
司
式
す
る
結
婚
式

第
四
章
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
求
道
者
あ
る
い
は
未
信
者
と
の
結
婚
式

第
五
章

聖
書
朗
読
箇
所
と
他
の
式
文

付
録

一

共
同
祈
願
の
例
文

二

婚
約
式

三

結
婚
記
念
日
を
迎
え
る
夫
婦
の
た
め
に
ミ
サ
中
で
行
う
祝
福

本
書
で
は
右
の
構
成
を
次
の
箇
所
に
つ
い
て
変
更
し
た
。

・
日
本
の
教
会
で
行
わ
れ
る
「
こ
と
ば
の
祭
儀
に
よ
る
結
婚
式
」
の
多
く
は
、
規
範
版
の
第
四
章
に
該
当
す
る
と
の
判
断
か

ら
、
規
範
版
の
第
二
章
と
第
四
章
を
一
つ
に
ま
と
め
た
。

・
第
三
章

「
信
徒
が
司
式
す
る
結
婚
式
」
は
山
ぺ
l
ジ
に
述
べ
た
理
由
か
ら
掲
載
し
な
い
。

・
結
婚
記
念
日
の
祝
福
は
付
録
で
は
な
く
、
独
立
し
た
章
と
し
て
扱
い
、
規
範
版
第
五
章
を
付
録
に
入
れ
た
。
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② 

本
書
は
日
本
の
た
め
の
「
特
殊
儀
式
書
」
で
あ
る
の
で
、

わ
せ
て
作
成
さ
れ
た
一
九
七
一
年
発
行
の
日
本
語
初
版
を
参
考
に
し
、
そ
の
内
容
を
で
き
る
か
ぎ
り
い
か
す
と
と
も
に
、

九
九

O
年
発
行
の
ロ

1
マ
規
範
版
第
二
版
に
基
づ
い
て
必
要
な
箇
所
を
補
い
、
改
訂
を
行
っ
た
も
の
で
、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
臨
時
総
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
規
範
版
そ
の
ま
ま
の
翻
訳
で
は
な
い
。
日
本
の
実
状
に
合

28 

一
九
九
三
年
度
の

本
書
の
使
用
に
あ
た

っ
て
、
司
式
者
は
状
況
に
応
じ
て
、
あ
る
箇
所
で
は
式
文
を
取
捨
選
択
し
、
あ
る
箇
所
で
は
自
由
に
創
作

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
の
こ
と
は
典
礼
注
記
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。

選
択
で
き
る
も
の
|
|
「
:
・か
ら
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
ぶ
」
「
:・
の
い
ず
れ
か
を
用
い
て
」
な
ど

46 
②①  

式
文
を
創
作
で
き
る
も
の

|
|
「
:
・
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
ば
を
述
べ
る
」
な
ど

ま
た
、
式
文
中
で
(

)
を
つ
け
た
こ
と
ば
は
、
司
式
者
が
状
況
に
応
じ
て
言
い
換
え
た
り
、
選
択
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

本
書
に
使
用
し
た
聖
書
本
文
は
、
例
日
本
聖
書
協
会
発
行
の

『聖
書
新
共
同
訳
』
(
一
九
九
四
年
版
)
に
基
づ
い
て
い
る
。
聖
書

の
表
題
に
(
)
を
つ
け
た
箇
所
は
、
状
況
に
応
じ
て
適
当
な
表
現
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
に

使
用
し
た
詩
編
は
典
礼
委
員
会
詩
編
小
委
員
会
訳

『と
も
に
祈
り
・
と
も
に
歌
う
「
詩
編
」
現
代
語
訳
』
(
一
九
七
二
年
、
あ
か
し
書

房
)
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
「
典
礼
聖
歌
』
の
歌
詞
と
合
わ
せ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
語
句
を
変
更
し
た
り
し
た
箇
所
が
あ
る
。

な
お
、
答
唱
詩
編
は
本
来
歌
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
朗
唱
す
る
場
合
は
答
唱
句
を
唱
え
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ヤ
唱

は
歌
わ
な
い
場
合
は
省
く
こ
と
が
で
き
る
。

47 48 

式
文
中
で
新
郎
新
婦
の
名
前
を
呼
ぶ
と
き
、

「
0
0
0
0」
ま
た
は
「

0
0
0
0さ
ん
」
と
表
記
し
て
あ
る
。

神
に
向
け
ら
れ
た



本書の使用にあた って

祈
り
の
と
き
は
前
者
の
よ
う
に
敬
称
を
省
き
、

そ
の
他
の
場
合
は
後
者
の
よ
う
に
敬
称
を
つ
げ
で
あ
る
。

必
要
に
応
じ
て
使
え
る
よ
う
に
、
「
聖
書
朗
読
箇
所
」
「
結
婚
の
祝
福
」
「
共
同
祈
願
(
例
文
)
」
「
婚
約
式
」
を
付
録
と
し
て
記
載
し
て

あ
る
。
な
お
、
司
祭
の
便
宜
の
た
め
、
も
っ
と
も
よ
く
使
用
さ
れ
る
第
二
奉
献
文
と
第
三
奉
献
文
を
第
一
章
に
記
載
し
た
。
ま
た
、

第
一
章
の
感
謝
の
典
礼
に
お
け
る
司
祭
の
動
作
や
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
は
『
ミ
サ
典
礼
書
』
の
指
示
に
従
う
。
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